
昭
和
十
九
年
六
月
十
八
日

空
母
翔
鶴
と
共
に
海
没
　 

福
島
県
　
五
十
嵐
清
一
　 

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
九
月
十
九
日
、
福
島
県
耶
摩
郡
関

柴
村
の
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
昭
和
十
六

（
一
九
四
一
）
年
五
月
、
十
六
年
徴
集
兵
と
し
て
兵
隊
検
査
を

受
け
ま
し
た
が
甲
種
合
格
で
し
た
。
戦
争
突
入
の
時
期
で
あ
っ

た
の
か
、
農
家
の
子
弟
が
多
か
っ
た
の
か
、
二
十
七
人
中
、
四

人
の
み
が
第
二
乙
以
上
で
、
二
十
三
人
が
現
役
入
営
で
し
た
。

私
は
、
昭
和
十
七
年
一
月
十
日
、
横
須
賀
第
二
海
兵
団
へ
入

団
し
、
海
軍
四
等
水
兵
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
三
月
十
日
、
新

兵
教
育
教
程
を
卒
業
、
こ
れ
は
通
信
学
校
要
員
で
あ
っ
た
た
め

三
ヵ
月
を
二
ヵ
月
で
卒
業
し
、
退
団
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

同
日
付
で
、
海
軍
通
信
学
校
入
校
（
第
六
十
一
期
普
通
科
電
信

術
練
習
生
）
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

学
校
は
久
里
浜
の
通
信
学
校
で
し
た
。
モ
ー
ル
ス
信
号
の

「
ト
ン
・
ツ
ー
」
か
ら
始
ま
り
、
後
に
通
信
器
の
取
扱
い
、
通

信
法
の
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
全
世
界
同
じ
通
信
法
規
が
あ
る

か
ら
、
な
か
な
か
面
倒
な
の
で
す
が
、
習
う
の
に
、
学
校
と
同

じ
で
試
験
が
常
に
あ
る
の
で
、
何
と
し
て
も
覚
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
あ
る
程
度
覚
え
た
後
に
、
野
比
・
平
塚
・
真
鶴
へ

演
習
に
行
き
、
生
徒
同
士
が
お
互
い
に
交
信
を
し
ま
し
た
。
九

月
十
三
日
～
二
十
七
日
が
野
比
、
九
月
二
十
七
日
か
ら
十
月
十

八
日
ま
で
が
平
塚
で
し
た
。
同
期
生
の
一
個
分
隊
は
五
〇
人
近

く
で
、
相
対
し
て
演
習
を
す
る
の
で
す
。

十
一
月
一
日
、
職
階
改
正
で
海
軍
一
等
水
兵
へ
と
進
み
、
十

一
月
二
十
日
、
横
須
賀
通
信
学
校
第
六
十
一
期
普
通
電
信
教
程

を
卒
業
し
ま
し
た
。

卒
業
と
同
時
、
同
日
に
は
軍
艦
「
翔
鶴
」
乗
組
を
命
ぜ
ら
れ

ま
し
た
が
、
艦
は
ハ
ワ
イ
、
イ
ン
ド
洋
、
サ
ン
ゴ
海
、
南
太
平

戦
に
参
加
し
た
た
め
、
だ
い
ぶ
損
傷
を
受
け
て
い
て
、
修
理
の

た
め
横
須
賀
に
入
港
し
て
い
た
の
で
す
。
私
は
そ
の
日
の
夕

方
、
横
須
賀
の
小
海
ド
ッ
ク
で
乗
艦
し
て
い
た
の
で
、
ミ
ッ
ド

ウ
ウ
ェ
ー
海
戦
の
時
は
通
信
学
校
で
教
育
中
で
し
た
の
で
参
戦

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。



昭
和
十
八
年
三
月
二
十
八
日
、
艦
は
修
理
を
終
え
、
呉
へ
向

か
っ
て
横
須
賀
出
港
、
そ
の
間
、
艦
内
で
訓
練
を
し
ま
し
た
。

私
は
戦
艦
「
陸
奥
」
か
ら
の
受
信
を
し
て
い
ま
し
た
。
三
月
三

十
日
、
給
油
の
た
め
徳
山
へ
寄
港
し
上
陸
、
鹿
児
島
へ
、「
翔

鶴
」
の
飛
行
隊
長
の
根
来
部
隊
と
、
航
空
機
の
艦
の
発
着
訓

練
、
通
信
訓
練
を
し
ま
し
た
。「
翔
鶴
」
は
動
く
が
、
そ
の
飛

行
隊
は
陸
上
に
い
て
移
動
す
る
。
そ
の
た
め
、
通
信
は
基
地
の

み
で
は
間
に
合
わ
ぬ
の
で
す
。

三
月
三
十
一
日
、
根
来
隊
勤
務
。
四
月
二
十
四
日
、
大
分
基

地
勤
務
、
日
豊
線
で
大
分
空
着
、
そ
こ
で
の
勤
務
で
し
た
。
五

月
一
日
、
上
等
水
兵
を
命
ぜ
ら
れ
、
基
地
交
替
で
本
艦
に
復
帰

し
ま
し
た
。
二
十
五
日
、
瀬
戸
内
海
で
飛
行
機
は
発
着
訓
練

中
、
我
々
は
艦
内
で
通
信
の
訓
練
を
す
る
と
い
う
の
で
、
木
更

津
沖
か
ら
戻
り
ま
し
た
。

横
須
賀
か
ら
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
方
面
出
撃
目
的
で
、
急

き
ょ
呉
出
発
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
ッ
ツ
島
が
玉
砕
の

た
め
木
更
津
か
ら
横
須
賀
へ
戻
り
、
冬
物
を
返
納
し
ま
し
た
。

今
度
は
横
須
賀
か
ら
呉
へ
出
航
、
瀬
戸
内
海
で
発
着
訓
練
及

び
各
種
戦
闘
訓
練
。
艦
内
で
他
の
艦
や
陸
地
か
ら
の
受
信
。
そ

の
う
ち
自
分
に
必
要
な
も
の
の
み
受
信
す
る
。
暗
号
は
暗
号
員

が
解
読
す
る
。
我
々
に
は
暗
号
の
乱
数
表
の
数
字
し
か
分
か
ら

な
い
。
そ
れ
を
受
信
す
る
。
た
だ
し
飛
行
機
か
ら
は
暗
号
で
な

く
生
で
発
信
し
て
く
る
。

七
月
六
日
入
港
、
同
日
八
島
に
回
航
。
南
洋
、
竹
島
、
夏
島

等
へ
向
け
八
島
発
。
海
軍
の
守
備
隊
員
そ
の
他
の
重
要
物
資
等

を
多
数
搭
載
す
る
。「
日
進
」「
玉
波
」
な
ど
と
ト
ラ
ッ
ク
島

へ
、
七
月
十
五
日
着
。
そ
の
間
、
竹
島
、
春
島
等
で
基
地
を
設

営
し
た
り
、
飛
行
隊
の
訓
練
、
し
か
も
連
日
の
航
空
教
練
で
し

た
。
そ
の
内
容
は
発
着
訓
練
・
各
種
応
急
教
練
を
し
た
の
で
す

が
、
そ
の
間
に
艦
内
で
は
敵
か
ら
爆
撃
、
攻
撃
を
受
け
た
時
の

訓
練
、
防
火
、
防
水
等
を
毎
日
、
毎
日
訓
練
し
ま
し
た
。

九
月
十
八
日
、
ト
ラ
ッ
ク
発
―
二
十
日
、
ブ
ラ
ウ
ン
環
礁

着
。二

十
三
日
、
ブ
ラ
ウ
ン
発
―
二
十
五
日
ト
ラ
ッ
ク
入
港
。

十
月
十
七
日
、
ト
ラ
ッ
ク
発
―
十
九
日
、
ブ
ラ
ウ
ン
着
。

二
十
三
日
、
ブ
ラ
ウ
ン
発
―
二
十
六
日
、
ト
ラ
ッ
ク
入
港
。



ト
ラ
ッ
ク
停
泊
中
は
艦
の
回
り
に
網
を
張
る
（
対
魚
雷
用
）

。

十
一
月
一
日
、
命
水
兵
長
。
隊
は
ラ
バ
ウ
ル
へ
進
出
。
ブ
ー

ゲ
ン
ビ
ル
島
沖
航
空
戦
に
出
撃
の
た
め
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
へ

出
撃
し
ま
し
た
。

十
一
月
十
一
日
、
ト
ラ
ッ
ク
発
―
横
須
賀
に
向
か
う
。

十
五
日
、
岡
田
艦
長
は
退
艦
、
松
原
博
大
佐
着
任
。

二
十
六
日
、
ト
ラ
ッ
ク
に
向
け
横
須
賀
出
港
。

十
二
月
十
二
日
、
ト
ラ
ッ
ク
出
港
―
十
二
月
十
七
日
、
横
須

賀
着
で
す
が
、
そ
の
間
空
襲
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

十
二
月
二
十
七
日
、
ド
ッ
ク
入
り
、
横
須
賀
工
■
で
し
た
の

で
東
京
方
面
に
外
出
し
、
帰
京
し
て
久
し
ぶ
り
に
懐
か
し
い
家

族
と
会
い
、
お
互
い
に
元
気
で
い
た
こ
と
を
喜
び
合
い
ま
し

た
。
何
し
ろ
、
家
族
は
私
が
ど
こ
で
ど
う
戦
っ
て
い
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
私
の
方
も
再
び
い
つ
会
え
る
の
か
な
ど
も

分
か
ら
な
い
。
こ
れ
が
最
後
の
別
れ
か
と
も
心
の
中
で
思
っ
て

お
り
ま
し
た
。
陸
軍
は
一
人
一
人
の
戦
い
で
す
が
、
海
軍
は
、

軍
艦
同
士
の
戦
で
、
生
死
は
艦
と
共
に
で
あ
る
こ
と
は
実
戦
で

体
験
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

村
役
場
な
ど
に
挨
拶
な
ど
し
て
い
る
う
ち
に
正
月
も
過
ぎ
、

昭
和
十
九
年
一
月
六
日
、
ド
ッ
ク
か
ら
出
渠
、
十
七
日
、
横
須

賀
港
を
出
港
し
ま
し
た
。
二
十
七
日
、
徳
山
、
大
分
沖
な
ど
を

経
て
呉
に
入
港
し
、
二
月
六
日
、
内
海
西
部
を
出
港
。
二
十

日
、
リ
ン
ガ
泊
地
回
港
。
五
月
十
二
日
、
リ
ン
ガ
出
港
。
十
五

日
、
タ
ウ
イ
タ
ウ
イ
に
進
出
、
同
泊
地
に
て
「
あ
号
作
戦
」
の

準
備
並
び
に
諸
訓
練
を
し
て
待
機
し
て
い
ま
し
た
。

ビ
ア
ク
作
戦
に
て
戦
艦
「
大
和
・
武
蔵
・
金
剛
・
山
城
」
の

他
が
出
撃
し
ま
し
た
。
待
機
艦
の
航
空
母
艦
「
大
鳳
・
翔
鶴
・

瑞
鶴
・
飛
鷹
・
隼
鷹
・
竜
鳳
・
千
代
田
・
千
歳
・
瑞
凰
」
等
九

隻
な
ど
一
〇
〇
隻
近
く
並
ん
で
い
ま
し
た
が
、
二
～
三
日
で
や

ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

六
月
十
三
日
、
タ
ウ
イ
タ
ウ
イ
出
撃
。
ギ
マ
ラ
ス
（
比
）
の

洋
上
で
燃
料
を
補
給
し
ま
し
た
。
六
月
十
五
日
、
ギ
マ
ラ
ス

発
、「
あ
号
作
戦
」
の
た
め
マ
リ
ア
ナ
沖
へ
進
出
、
十
八
日
に

作
戦
が
開
始
さ
れ
た
の
で
す
。

午
前
三
時
、
牽
敵
の
た
め
艦
上
偵
察
機
が
出
発
、
〇
五
・
〇

〇
～
〇
六
・
三
〇
、「
米
空
母
四
隻
、
発
見
！
」
の
報
に
て
、



こ
の
報
告
は
、
我
々
が
受
け
ま
し
た
。
そ
の
間
に
は
暗
号
な
の

で
、
我
々
に
は
何
が
何
だ
か
分
か
ら
な
い
。
数
字
を
打
ち
、
数

字
を
受
け
た
だ
け
。
し
か
し
、
こ
の
時
は
、
実
は
大
変
な
時

だ
っ
た
の
で
す
。

本
艦
隊
（
航
空
）
に
は
、
艦
上
戦
闘
機
（
紫
電
・
雷
電
）

、

艦
上
爆
撃
機
（
彗
星
）

、
艦
上
攻
撃
機（
天
山
）
合
わ
せ
て
二

六
〇
機
を
発
進
さ
せ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
時
、
米
機
動
部
隊

は
ま
だ
索
敵
機
か
ら
は
「
日
本
空
母
隊
、
発
見
！
」
の
報
は
届

い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
午
前
一
〇
時
、
レ
ー
ダ
ー
が
日
本
機
の
大
編
隊

来
襲
を
探
知
し
、
直
ち
に
四
五
〇
機
の
戦
闘
機
が
舞
い
上
が
っ

た
と
い
い
ま
す
。
敵
は
空
母
十
五
隻
を
基
幹
と
し
て
お
り
、
八

九
一
機
の
艦
載
機
を
も
っ
て
我
が
飛
行
隊
を
迎
撃
し
た
の
で
、

決
戦
は
悲
壮
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
す
。

私
共
は
「
翔
鶴
会
」
と
い
う
戦
友
会
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
折
、
各
人
が
当
時
の
資
料
等
を
持
ち
寄
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
状
況
が
だ
ん
だ
ん
と
分
か
っ
て
き
た
の
で
す
。
我
々
は
、

飛
行
隊
が
発
進
し
た
時
、
相
当
の
戦
果
を
挙
げ
て
帰
っ
て
来
る

と
期
待
し
て
い
た
の
で
す
が
、
米
迎
撃
隊
と
の
決
戦
に
負
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。
我
が
艦
の
航
空
隊
は
ほ
と
ん
ど
帰
ら
ず
、
ま

た
、
我
が
航
空
母
艦
も
や
ら
れ
、
帰
っ
て
き
た
飛
行
機
は
帰
る

艦
は
な
く
、
海
上
に
着
水
し
て
沈
ん
で
い
っ
た
の
で
し
た
。
そ

の
状
況
は
本
当
に
悲
惨
な
も
の
で
し
た
。

し
か
も
そ
の
間
、
敵
潜
水
艦
「
カ
ヴ
ァ
ラ
」
の
魚
雷
が
、
我

が
「
翔
鶴
」
の
右
舷
艦
橋
下
に
命
中
し
、
私
の
い
た
第
一
受
信

室
は
大
音
響
と
共
に
、
棚
の
物
は
散
乱
、
落
下
し
、
廊
下
の
扉

を
開
け
よ
う
と
し
た
ら
、
火
災
の
炎
が
入
っ
て
来
て
出
ら
れ
な

い
の
で
窓
か
ら
出
て
消
火
に
努
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
第
二
発
目
、
第
三
発
目
に
続
い
て
更
に
第
四
発
目

も
命
中
し
ま
し
た
。
応
急
隊
員
等
の
必
死
の
防
火
等
の
効
果
な

く
、
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
や
魚
雷
が
誘
爆
発
し
艦
内
は
熱
風
に
包

ま
れ
、
遠
く
か
ら
き
た
熱
風
で
も
顔
や
手
な
ど
、
露
出
し
て
い

る
個
所
は
火
傷
を
負
い
ま
し
た
。

先
程
申
し
た
、
第
一
受
信
所
か
ら
の
脱
出
状
況
を
話
し
ま

す
。
受
信
室
の
舷
窓
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
し
て
も
窓
の
大
き
さ

は
直
径
三
〇
セ
ン
チ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
出
る
に
出
ら
れ
ず
、
火



災
の
熱
風
は
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
や
っ
と
脱
出
し
短
艇
甲
板
に

出
て
、
あ
ち
こ
ち
回
り
飛
行
甲
板
に
出
ま
し
た
が
、
艦
は
左
傾

し
、
艦
首
を
上
に
沈
み
始
め
ま
し
た
。

艦
長
は
「
軍
艦
旗
降
ろ
し
！
」
を
命
令
し
、
艦
長
は
訓
示
を

し
ま
し
た
。「
ま
だ
、
天
城
・
■
城
等
の
空
母
が
あ
る
か
ら
、

こ
れ
か
ら
負
け
な
い
…
…
」
と
し
、「
総
員
退
出
！
」
の
命
が

下
っ
た
の
で
す
が
、
艦
は
急
傾
斜
し
て
一
気
に
沈
没
し
ま
し

た
。リ

フ
ト
に
入
っ
た
人
は
助
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
人
は
艦
と

一
緒
に
沈
没
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
私
は
、
訓
示
を
受
け
終

わ
っ
た
の
が
飛
行
甲
板
だ
っ
た
の
で
、
一
度
引
っ
か
か
っ
た
の

で
す
が
、
そ
の
後
海
へ
飛
び
込
み
ま
し
た
。
資
料
に
よ
れ
ば
、

午
後
二
時
一
分
、
沈
没
と
の
こ
と
で
し
た
。

私
は
、
早
め
に
転
落
し
た
の
で
浮
上
で
き
ま
し
た
。
浮
上
す

る
と
、
次
に
飛
び
込
ん
だ
人
が
そ
の
上
に
来
る
、
で
す
か
ら
、

我
々
は
沈
ん
で
は
浮
か
び
、
浮
か
ん
で
は
沈
む
と
い
う
繰
り
返

し
の
う
ち
に
、
よ
う
や
く
助
か
っ
た
の
で
す
。

飛
行
甲
板
と
海
面
と
の
間
は
一
〇
メ
ー
ト
ル
位
な
の
で
す

が
、
傾
斜
し
て
い
る
の
で
海
へ
飛
び
込
む
と
い
う
よ
り
落
ち
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
艦
長
の
訓
示
を
聞
け
な
か
っ
た
、
早
く
飛

び
込
ん
だ
人
は
、
助
か
っ
た
人
が
多
く
い
た
よ
う
で
す
。

私
は
何
回
と
も
な
く
浮
か
び
上
が
り
、
私
の
袴
の
間
に
は
さ

ま
っ
た
材
木
に
つ
か
ま
り
助
か
り
ま
し
た
。
運
が
良
か
っ
た
の

で
す
が
、
そ
の
材
木
に
は
十
四
～
十
五
人
が
つ
か
ま
り
ま
し
た

が
、
泳
ぎ
に
自
信
の
あ
る
者
は
他
に
移
っ
た
の
で
人
数
が
半
分

位
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
泳
ぎ
に
自
信
が
な
い
の
で
そ
の
ま
ま

つ
か
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
船
が
助
け
に
く
る
時
に
は
、
大
勢
が

い
る
所
を
先
に
助
け
る
か
ら
で
す
。
私
は
結
果
的
に
は
そ
の
た

め
に
助
か
っ
た
の
で
し
た
。

そ
の
間
、
敵
潜
水
艦
に
対
し
て
は
、
駆
逐
艦
な
ど
が
爆
雷
投

下
を
し
て
い
る
の
も
あ
る
。
そ
の
バ
ー
ン
！
と
い
う
響
き
が
し

て
い
る
。
そ
れ
が
我
々
の
腹
に
響
い
て
い
ま
し
た
。
我
々
は
、

そ
の
間
材
木
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
、
軍
歌
な
ど
を
歌
っ
て
い
ま

し
た
。

漂
浮
二
時
間
ぐ
ら
い
、
十
四
時
頃
、
護
衛
駆
逐
艦
「
浦
風
」

の
ボ
ー
ト
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
。
直
ち
に
着
替
え
よ
う
と
し
ま

し
た
が
「
浦
風
」
に
は
被
服
等
の
準
備
が
な
い
の
で
、
防
暑
服



の
半
ズ
ボ
ン
だ
け
で
し
た
。
沈
没
場
所
は
、
北
緯
一
二
・
八
、

東
経
一
三
七
・
四
六
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
戦
死
者
は
一
二
六

三
人
で
あ
る
と
い
う
が
、
あ
の
時
は
も
っ
と
死
ん
だ
と
思
っ
た

の
で
す
が
、
資
料
に
よ
れ
ば
、
乗
組
員
、
二
五
〇
〇
人
足
ら
ず

と
い
う
か
ら
、
半
数
の
人
が
助
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

六
月
二
十
日
、
助
け
て
く
れ
た
「
浦
風
」
の
通
信
要
員
が
足

り
な
い
た
め
、
直
ち
に
応
援
し
て
送
受
信
を
担
当
し
ま
し
た
。

我
々
は
、
母
艦
が
沈
ん
で
漂
流
し
て
助
か
っ
た
の
で
す
か
ら
、

何
一
つ
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、「
浦
風
」
も
持
ち
物

が
少
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
乗
組
員
か
ら
、
我
々
は
物
の
恩

恵
を
受
け
ま
し
た
。

昼
頃
、
敵
機
が
多
数
来
襲
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
航
空
母
艦

の
「
飛
鷹
」
が
沈
没
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
艦
も
損
害
を
受
け

ま
し
た
。
我
々
は
「
浦
風
」
の
甲
板
で
見
て
い
た
ら
、
敵
機
の

機
銃
掃
射
を
受
け
ま
し
た
。

空
母
か
ら
飛
び
立
っ
た
艦
上
戦
闘
機
は
洋
上
に
着
水
し
、
一

部
は
救
助
さ
れ
ま
し
た
が
、
他
は
沈
ん
で
搭
乗
員
は
戦
死
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
艦
上
攻
撃
機
や
艦
上
爆
撃
機
は
基

地
航
空
隊
に
帰
投
し
た
と
い
い
ま
す
。

六
月
二
十
二
日
、「
浦
風
」
は
沖
縄
の
中
城
湾
に
待
避
し
、

我
々
は
空
母
「
千
代
田
」
に
移
乗
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
田
中

辰
雄
君
に
会
い
、
金
一
〇
円
と
揮
二
枚
、
ち
り
紙
二
帖
を
も

ら
っ
た
時
の
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
の
田
中
君
は
、
昭
和
十
九
年
十
月
二
十
五

日
、
エ
ン
ガ
ノ
岬
沖
海
戦
で
戦
死
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

六
月
二
十
三
日
、
艦
は
沖
縄
か
ら
瀬
戸
内
海
の
基
地
柱
島
に

向
か
う
。
二
十
四
日
、
柱
島
帰
着
、
戦
傷
者
は
病
院
船
に
移
乗

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
は
二
十
五
日
、「
浅
間
丸
」

に
移
乗
し
、
通
信
科
五
人
が
一
室
に
入
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

人
達
の
名
前
は
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
二
十
七
日
、「
浅
間

丸
」
で
大
竹
港
に
入
港
、
カ
ッ
タ
ー
で
大
竹
海
兵
団
第
二
十
八

補
充
部
に
一
時
入
所
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
七
月
八
～
九

日
、
軍
用
車
に
て
大
竹
発
、
昼
過
ぎ
久
里
浜
着
、
保
険
班
に
入

り
、
久
里
部
隊
（
翔
鶴
編
入
）

、
同
十
一
日
、
久
里
部
隊
を
退

隊
、
横
須
賀
通
信
学
校
第
七
十
三
期
、
高
等
科
電
信
術
練
習
生

と
し
て
入
校
、
交
信
班
第
十
三
分
隊
第
十
一
班
に
入
り
、
教
育

を
受
け
ま
し
た
。

九
月
五
日
、
第
七
十
三
期
高
等
科
電
信
術
を
卒
業
、
式
後
に



退
校
、
藤
田
兵
曹
他
二
十
四
人
に
て
、
東
京
海
軍
通
信
隊
付
を

命
ぜ
ら
れ
、
即
日
入
隊
。
十
八
日
、
第
十
二
航
空
艦
隊
司
令
部

付
を
命
ぜ
ら
れ
、
午
前
退
隊
し
、
単
身
常
磐
線
経
由
。
二
十

日
、
千
歳
基
地
着
、
第
十
二
航
空
司
令
部
に
入
隊
。
十
月
七

日
、
第
十
二
航
艦
司
令
部
退
隊
し
大
空
に
向
か
い
ま
し
た
。

同
月
八
日
、
大
湊
航
空
隊
に
入
隊
、
九
〇
三
空
で
す
。
十
一

月
一
日
、
任
海
軍
二
等
兵
曹
、
同
月
四
日
、
大
湊
海
兵
団
に
派

遣
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
初
任
下
士
官
教
育
の
た
め
で
し
た
。

十
二
月
四
日
、
復
帰
を
命
ぜ
ら
れ
、
現
役
満
期
で
し
た
が
、
下

士
官
に
任
官
し
て
い
た
た
め
、
二
年
間
再
現
役
と
な
り
ま
し

た
。
同
十
五
日
、
第
九
〇
三
海
軍
航
空
隊
付
と
な
り
、
大
湊
派

遣
隊
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
一
月
一
日
、
普
通
善
行
章
一
線
付
与
。
四
月
二

十
三
日
、
九
〇
三
空
、
稚
内
基
地
付
と
な
り
、
二
十
四
日
、
基

地
着
、
設
営
作
業
を
す
る
。
五
月
一
日
、
飛
行
隊
は
進
出
す
。

六
月
三
日
、
遠
渕
基
地
派
遣
を
命
ぜ
ら
れ
、
稚
内
基
地
発
、

基
地
設
営
後
、
各
種
訓
練
、
対
空
。
ソ
連
参
戦
の
た
め
、
作
戦

準
備
中
、
八
月
十
五
日
、
終
戦
。
八
月
二
十
一
日
、
基
地
発
。

二
十
二
日
、
軍
艦
大
泊
に
て
稚
内
基
地
に
入
る
。

九
月
一
日
、「
任
、
海
軍
一
等
兵
曹
」
現
役
満
期
、
復
員
す
。

思
え
ば
、
乗
船
す
る
軍
艦
が
な
く
な
り
、
だ
ん
だ
ん
と
北
方
の

勤
務
に
な
り
、
最
後
は
樺
太
で
し
た
。

強
運
だ
っ
た
海
軍
志
願
下
士
　 

福
岡
県
　
志
坪
十
郎
　 

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
二
月
十
日
、
福
岡
県
京
都
郡
泉

村
に
農
家
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

泉
高
等
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
八
幡
市
に
あ
る
母
方
の
製

缶
工
場
で
見
習
修
業
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
一
年
で
家
に
帰

り
、
小
倉
の
陸
軍
造
兵
■
へ
入
所
し
ま
し
た
。
ご
承
知
と
は
思

い
ま
す
が
、
造
兵
■
と
い
う
所
は
兵
器
・
弾
薬
等
を
製
作
す

る
、
重
要
な
国
の
施
設
（
大
工
場
と
し
て
有
名
）
で
あ
り
ま

す
。
以
前
製
缶
工
場
に
い
た
関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
、
工
作
機

械
等
は
縁
も
あ
り
、
そ
の
若
干
の
経
験
を
生
か
さ
れ
て
か
、
砲

弾
製
造
の
旋
盤
工
と
し
て
二
ヵ
年
働
い
て
お
り
ま
し
た
。




